
  

がんばろう！つばさネットワーク 活動の記録(資料) 
 

 

「がんばろう！つばさネットワーク」発会式(20110422)と気仙沼現地ボランティア(20110502-05)   

 

 

気仙沼高校から生徒11名、教員2名を大阪に招待（20110803-05） 

 

 

気仙沼現地ボランティア（第２回）（20111222-26） 

 

 

宮城県 村井善浩知事､避難されていた女性からの御礼状と大阪府｢こころの再生｣府民運動の表彰状 

 

 

気仙沼現地ボランティア（第３回）（20120502-06） 

 

 

気仙沼高校から生徒４０名、教員４名を大阪に招待（20120810-12） 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2012年９月８日 がんばろう!つばさネットワーク  

 

 



「がんばろう！つばさネットワーク」発会式(20110422)と気仙沼現地ボランティア(20110502-05) 
 

2011年3月11日東日本大震災発生  未曽有の大災害。大阪にいる私たちにも、「何かせなアカン」 その気持ちで始まったこの活動。 

  

 
5月2日午後8時 出発前の荷物搬入 

気仙沼市街地の様子（5月2日） 

 

 

 
津波は川を遡上してきた 

  

 

     

  

正面の家は流されてきた後、今の位置に 
 

階上
はしがみ

中学校避難所で本部長の話を伺う 

  

 

  
天国の子供たちに見てもらうため、鯉のぼりを上げる 

 

がんばろう！つばさネットワーク発会   2011年4月22日(金) ボランティアを募集し、活動がスタート。 

募金の取り組みは、新聞でも報じられました。 

 



「がんばろう！つばさネットワーク」発会式(20110422)と気仙沼現地ボランティア(20110502-05) 
 

 
流れてきた遺留品の 

  
公園２カ所の表面を覆うヘドロを取り除く作業をしました（5月4日） 

  

    
取り除いた土は土のうとして再利用します 

  

 

 

堤防沿いに流れ着いた家の残骸です。家が川に沈んでいます。

 

新月
にいつき

中学校避難所でのタコ焼き 

  

 
堤防沿いを歩くと車の残骸が。 

 

 
小学校の校庭は、家の残骸だらけです 

 

 
基礎だけの土台と、流れ着いてきた家 

  
宿泊した早稲谷鹿踊り伝承館にて 

 



「がんばろう！つばさネットワーク」発会式(20110422)と気仙沼現地ボランティア(20110502-05) 
 

  
気仙沼局と気仙沼高校との交流  

 

 
気仙沼高校の佐藤先生 

 
 
 

 
つばさネットワークから気仙沼高校に 
義捐金をお渡ししています。 

 

   

    

    

 

   

 

大阪に帰ってきたところ（5月6日） 

   

 
 
 
 
 



気仙沼高校から生徒11名、教員2名を大阪に招待（20110803-05） 
 

  

 

 

 

  
阪急茨木市駅前の街頭募金 

   

 
気温が高く、街頭募金は日陰でやりました。 

    

 
連日２５人ぐらいが募金活動をしました。３年「時事問題」９４人、２年「アジアの文化」３４人の受講生が中心に取り組みました。 

 
新世界で串カツ昼食 

 

   

 

   

    

 

気仙沼高校の生徒さん11名、先生2名を大阪にお招きしました。 
「がんばろう！つばさネットワーク」の主催により実施した 2011年 5月の気仙沼での被災地支援活動で交流した､気仙沼高校の生徒さ
ん11名、先生2名を8月3～5日に大阪に招待し交流しました。ホスト家族は玉島地区、水尾地区の連合自治会にお願いしました。 
交流の経費をねん出するために、2年｢アジアの文化｣、3年｢時事問題｣の受講生130名が分担して7月13.15.21.22日に阪急茨木駅前で
街頭募金をしました。参加した多くの生徒には初めての体験でしたが、通り過ぎる人に｢落ち込み｣ながらも、募金してくれる人に｢うれし

くて涙が出そうになった｣､と総じて｢貴重な体験だった｣と言ってくれています。ホストの松野代表(元PTA会長)と生徒ホストの3年生、豊
田龍之介さん、松島香歩さん、福岡拓真さん、事務局として土居先生が気仙沼からの一行に同行しました。 

8月 3日（1日目）：ホストの 5名は箕面でゲスト 13名をお迎えして、まず共に温泉につかりました。その後、大阪市内へ移
動し、通天閣の見学。新世界で串カツを食べた後、北摂つばさ高校に移動、歓迎セレモニーや生徒会、ダンス部、フォークソン

グ部によるアトラクションでもてなしました。また、全校生徒で折った千羽鶴をプレゼントしました。宿泊先である玉島・水尾

地区のホスト家族宅への送迎は｢アジアの文化｣｢時事問題｣の130名が3日間を分担して担当してくれました。 
8月4日（2日目）：朝の7時30分に送迎担当の生徒が分担して迎えに行き、8時に北摂つばさ高校生にゲスト、ホストが集合し
ました。バスで大阪城の見学、大阪駅前第二ビルの大阪市立大学の文化交流センターへ移動し、関西の進学情報の説明を受けま

した。茨木市へ移動し、被災地支援活動報告会へ参加しました。北摂つばさ高校の生徒の発表と気仙沼高校の生徒、先生の発表

に会場を埋め尽くした130人の参加者は聞き入っていました。(詳細は｢がんばろう！つばさネットワーク｣のHPをご覧ください) 
8月5日（3日目）：朝の6時30分から送迎リーダーがホスト宅を回って荷物を回収、7時30分までに送迎担当の生徒が迎えに
行き、8時にはゲスト、ホスト生徒が北摂つばさ高校に集合しました。生徒どうし名残惜しく、なかなか出発できず、出発したの
は9時になりました。奈良に移動、法隆寺を見学し、健康ランドに移動。健康ランドで入浴・夕食などの休息をとった後、20時
過ぎに奈良を出発し、気仙沼へ戻りました。 



気仙沼高校から生徒11名、教員2名を大阪に招待（20110803-05） 
 

  
つばさ高校の生徒１３０人が連日の送迎を分担して取り組みました。 

 

 

 

生徒どうしの交流会は楽しいひと時でした。 

  

 

  

8月5日の朝のお別れの様子です 

 
つばさ高校周辺マップ 

大きな長方形が真砂町会、右の正方形が玉島町会です。ホストファミリーを担当してくださいました。 

 3 日間を通して、高校生同士が交流を図ることで、被災地の復興に少しでも貢献できたのではないか、
と思われます。まず、気仙沼で被災した高校生が｢家｣でくつろぐことで気分転換し、また被災した高校生

が自分の体験を話すことで少しでも癒せてもらえたのではないか、と考えます。 
津波で自宅が流され、今も高校近くの中学校で生活していると話してくれた気仙沼高校の男子生徒は、

避難所に暮らしていますが、学校生活は平常通りに戻っており、生活の立て直しを図ろうとしているとこ

ろだと言います。大阪に来て、久しぶりに「家」で寝ることになり「ホスト家族に小学生の３兄弟がいて、

ワンパクで相手をするのが大変だったけど、すごく楽しかった」と笑顔で話してくれていました。 



気仙沼高校から生徒11名、教員2名を大阪に招待（20110803-05） 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

茨木市でホームステイした気仙沼高校の生徒による寄せ書き20110805 
気仙沼高校の庄子英利校長先生から感謝のお手紙をいただきました。 

気仙沼高校の女子生徒も「大阪に来て本当に良かった！」と話してくれました。｢昨

年の修学旅行で法隆寺に来た時、おみくじに『生死をさまようことになる』って書

いてあって『何､これ？』と思ったら、震災で本当に生死をさまようことになった。

3月11日、お母さんとラーメン屋さんでラーメンを食べているときに地震が起こっ
て､車で中学校に向かいました。『間に合ったね』って話していたら、びっくりする

くらいの津波が来て、逃げたはずの中学校の1階が水没して、私もお母さんも流さ
れた。お母さんと手をつないでいたけど、離れちゃって。私は、偶然車と木材に挟

まれて浮かび上がった所を、そこにいた中学生が数人で助けてくれました。お母さ

んは、そのまま見つかっていません。お父さんは、救命救急士でその日は仕事に出

ていたんです。父は私と病院で会ったときには大号泣していました。それから私は

お父さんの職場で他府県から応援にきてくれている消防隊の方にお茶を出したり

手伝いをしながら過ごしていました。今は、父のいる、おばあちゃんの家からだと

高校に通えないから、私は１人暮らしをしています。これからは受験があるのが大

変かな。将来は、救急救命士になりたいと思ってます。震災の経験も話していかな

いといけないと思っています。本当は高校の友達にこの震災の話をしたくても、友

達も同じ経験をしているから『思い出すからやめて』って言われることもあって、

話せないこともあるんです。つばさの子は『そうなんやぁ。大変やったんやなぁ』

って聞いてくれて、『家』ではホスト家族のおばあちゃんが『大変だったね』って

大泣きしてくれたんです。聞いてもらえて嬉しかったです。」と話してくれました。

自分の経験した事をしっかり話すこと、まわりが共感することで、この生徒さんにとっては今回

の大阪滞在が癒しに繋がったようでした。直接、話を聞くことが出来たつばさの生徒には、復興に向

けて自分に何が出来るのかを再度考える機会、また、もてなしの気持ちをもって人に関わる機会を得

たことを挙げられると考えます。宮城県の気仙沼高校と、大阪府の北摂つばさ高校。縁があり、繋が

りを持つことが出来ました。今後も私たちにできる支援活動に取り組んでいきたいと考えています。

ご協力をいただいた全ての皆様、ありがとうございました。 
 (文責：がんばろう！つばさネットワーク事務局) 

 

大阪府教育長 表敬訪問（20110711） 

 



気仙沼現地ボランティア（第２回）（20111222-26） 
 

がんばろう!つばさネットワークの主催で年越しのお手伝いに被災地に行きました。北摂つばさ９名など１６名の高校生を含む３０名が参加しました。現地では手つかず
の被災地での復旧支援活動、高齢者の施設でのクリスマス、気仙沼高校での交流を計画しています。１２月１４．１５．１９．２０．２２日には阪急茨木市駅前で募金活

動を実施しました。写真は１３０名が分担して実施した募金活動の様子です(2011.12.14)。 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１２月の期末テストの後、「時事問題」３年９４人、「アジアの文化」２年３４人が中心となって募金に取り組みました。 
１０℃以下の街頭は、茨木市民の皆さんの「がんばってね」の励ましの声が暖かかったです。 
 

 
 

 
南三陸町の視察をしました。 

 

住宅地や企業の土台や基礎だけになっている様子 基礎だけになっている住宅地 
 

フェリーで大島に向かいます 

 
防災無線をしながら津波に流された女性がいた防災拠点ビル 

 
カキの養殖イカダはすべて重油で燃え落ちてしまい、 
ガレキが流れてきて作業できない状態になっています 

 
手前のガレキは１日がかりで掘り出したものです。 
海一面に養殖イカダが広がっていたそうです。 



気仙沼現地ボランティア（第２回）（20111222-26） 

 

 
巨大な船は取り除きようがありません。 

 
 

 
地盤沈下で海水が染み出て家の再建ができない住宅地 

 
鉄道と砂浜、駐車場と遊園地のすべてが流されまし

た。ホテルの残骸だけが海に見えています。 

     
高齢者施設の春圃苑                    昼食の介助をしました。                   クリスマスのおたのしみ会 

   
気仙沼高校との交流会                 気仙沼高校にて（12月25日） 

 
気仙沼高校ダンス部が復興市場オープニングに登場（12月25日） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                                              クリスマスツリーのポールの高さまで津波が来たそうです。 



気仙沼現地ボランティア（第２回）（20111222-26） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 

 
20111222 高校生活 

2012年も気仙沼への支援と交流を ～2011年を振り返って～ 
20110311東日本大震災をうけて、支援活動をしようと元PTA会長・教員・地域のNPOで｢がんばろう！つばさネットワー
ク｣を結成しました。きっかけは3月15日の終業式の日に生徒が｢私らも何か､せなアカンのと違うん？｣と教員に言ってきたこ
とです。何ができるか考えつつ、日が過ぎていきました。たまたま、4月9日に私が在籍する大阪市立大学大学院の同級生から
同大学院の震災ボランティアの会議に誘われて出席したところ、気仙沼出身の坂口一美さんに高校生でもできることがある、

と言われました。 
前任校で国際交流のボランティア活動からNPOを設立した経験がありましたので、その経験を生かして、一方で元PTAの
松野雅一さん、学校に関わるNPOの田中正之さん、村井康利さんに、他方、山﨑睦也校長、同僚の先生方に相談して、20110422
に会を発足するとともに、5月の現地ボランティアを実行しました。さらに学校内外での震災復興への活動を喚起することを考
え、ホスト家族の募集で玉島地区の長田佳久会長、水尾地区の上田嘉夫防災対策委員長の協力を得て 8 月の高校生の招待を実
行しました。さらに、気仙沼高校の3年生が卒業する前にもう一度交流をしようと考え、12月には2回目の現地ボランティア
を企画し実行しました。 
 その間、市大大学院の支援グループの協力により、5月の実績が評価され2012年度まで大阪・気仙沼間のバス代などの補助
金が出ることになるなど幸運にも恵まれました。 11月11日に来校された国連の川端清隆氏は｢一瞬で全てを失う津波被害は
戦災と同じ。これを体験また目撃した生徒は世界の紛争がどんなものか肌で想像できるはず。そういう生徒さん達をニューヨ

ークに連れて来てください。国連で待っています｣と言ってくれました。近い将来、つばさ高校と気仙沼高校の生徒でNYの川
端氏を訪ねることができれば、と思います。(文責：藤井伸二) 

 
20111223 読売新聞 (大阪本社) 



宮城県 村井善浩知事､避難されていた女性からの御礼状と大阪府｢こころの再生｣府民運動の表彰状 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



気仙沼現地ボランティア（第３回）（20120502-06） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
趣旨･目的 20110311に発生した東日本大震災から1年が過ぎ、西日本では震災関連の報道が少なくなってきています。しかし、被災地では家族を失った被災者の心の傷は癒えず、

家や財産を失った生活の再建はままならない状態です。瓦礫が山のように集められ更地となった被災地の復興は程遠い実態です。ボランティアは昨年(5月12月)のよう
にヘドロの除去のような作業が中心ではなく、被災地の現実に学び、被災者の声を聞き取り、大阪に伝える｢語り部｣の役割が求められています。したがって、5 月にボ
ランティアに行くとともに、８月に予定されている震災ユースフォーラム大阪、さらに希望者はニューヨーク研修で被災地の現状や被災者の思いを伝えるということが

目的なのだと認識いただければ幸いです。 
行程 
事前の活動 活動内容 
４月24日(火) 午後 １７：００ 茨木市駅前募金（義援金48,003円 、行動カンパ29,298円） 
４月27日(金) 午後 １７：００ 茨木市駅前募金（義援金41,958 円、行動カンパ 34,003 円） 
 
２０１２年５月２～６日 活動内容 
5月2日(水) 午後 １７：００ 茨木市駅前募金（義援金31,743 円、行動カンパ 13,743 円） 
 夜 １９：００ 北摂つばさ高校から出発  
5月3日(木) 午前 南三陸町経由 気仙沼鹿折地区 復幸マルシェ(鹿折復興市場商店会) 
 午後 １２：００ 昼食 コミュニティルーム｢あんばさん｣にて塩田賢一会長から聞き取り 陸前高田の元市街地、高田高校をバスから視察 
 夜 １７：３０ 八瀬の森の学校 ホスト家族宅へ 
5月4日(金) 午前 ９：００ 八瀬の森の学校 出発 １０：３０ 高校生交流(気仙沼高、気仙沼西高、志津川高校、本吉響高校) 義援金13万円を気仙沼高校へ 
 午後 １４：００ 田谷地区 地域調査  １６：２０ エースポートからフェリー乗船、大島へ  国民休暇村へ 
 夜 １９：００ 夕食  
5月5日(土) 午前  ８：００ 参加者を分けて復興支援作業 カキ養殖イカダのアンカー用土嚢に砂利つめ(30人)と高台移転用地の伐採･整地(15人)  昼食 
 午後 １６：００ 終了し移動。 フェリーでエースポートへ。 お魚市場で買い物。 
 夜 １８：００ お魚市場から出発。 
5月6日(日) 午前  ８：００ 北摂つばさ高校 到着 解散 
参加者 

高校生 大学生 社会人 未成年 教員 社会人 成年 参加者 主催者・事務局 
４校２７人 ３校３人 ２名 ３名 ７名 ４２名 ３名 

 

陸前高田高校の校舎(左)と体育館(右) 20120304 藤井が撮影 陸前高田市の元市街地 土台ごと波に持って行かれ更地のようになっている  同左 
  

  

2012年4月24､27日と5月2日の3回の募金活動に延べ約200名の高校生が募金活動に参加しました。 
 
 

連休の気仙沼ボランティアにつばさの生徒20人超が参加 募金は3日で150名超が参加 5月2日19：00つばさ高校を出発 

被災地の復興はまだまだ進んでいませんが、西日本では被災地のニュースは日に日に少なくなっています。これからのボランティアは被災地に行って被災体験を聞き取り、

周りに伝える「語り部」の役割が大事になってくると考えられます。また、旅行として東北に行くことで観光による復興も大事になってくると思われます。がんばろう！つ

ばさネットワークでは大阪市立大学大学院の共生社会 東日本震災被災者救援･支援の会(理事長 柏木宏 教授)と協力して気仙沼ボランティアに行きます。現地では 4 つの高
校の生徒に集まってもらっての交流や、被災体験の聞き取り、お出かけマップ作り、カキ養殖の復興支援などを予定しています。 
これに合わせて4月24、27日、5月2日に阪急茨木市駅前で募金を実施します。2.3年生を中心にのべ150名超が参加します。 



気仙沼現地ボランティア（第３回）（20120502-06） 
５月３日（木）この日の宮城県地方は大雨、暴風、洪水、波浪の４つの警報が発令される数十年ぶりの荒天でしたが、当初予定が室内活動中心だったことが幸いしました。 
       宿泊は八瀬の森の学校を中心にした民家宿泊で、山の上の方であったことも幸いしました。 

老人ホーム 春圃苑 への訪問 第１８共徳丸 気仙沼市鹿折地区 復幸マルシェの塩田賢一会長からの聞き取り 

   
５月４日（金） この日の天気は朝から小雨で午後２時には雨も上がり、外での活動も予定通り展開することができました。 

 

気仙沼高校での高校生交流 (気仙沼、気仙沼西、志津川、本吉響、北摂つばさ、柴島、山田、松原の８校の高校生８６名が交流) 

午後の交流のあとは、班ごとに分かれて、おでかけマップづくり 気仙沼エースポートからフェリーで大島に渡ったところです。 
  

 



気仙沼現地ボランティア（第３回）（20120502-06） 
５月５日(土)この日は曇り空で、外でのパワープレイには最高の天気でした。土のうに砂利を詰める３０人班、高地移転のための森林伐採、運搬の１５人班で行動しました。 

１２トンの砂利を６０キロずつ２００枚の土のうに詰めていく。 高台移転の用地を作るために、木を伐採して､谷底に落としていく。 
  

カキとホタテの養殖イカダ体験 土のうはイカダのアンカー(いかり)となる 作業を終えて。後ろの海にイカダが浮かぶことを願う 
   

20120503 20120504 20120504 
八瀬の森の民家宿泊での団らん  松野代表から気仙沼高校に義援金１３万円を手交 気仙沼高校ダンス部が踊りを披露してくれました 

気仙沼高校 庄子英利校長､佐藤忠司先生、生徒会執行部と松野雅一団長、 

気仙沼ボランティアを終えて 
震災から1年が過ぎ、現地ボランティアを巡る内外の状況は変わってきている。 
外の状況としては、①震災直後のボランティアで行った公園のドロ掻きのような行政

施策を補うような活動は、幸い無くなってきている。が、復興計画もままならず、土台

だけとなった市街地に見られるように被災地の再生はまだまだ先に思われる。先進的な

個人やグループの復興への営みへの支援の重要性は高まっていくだろう。②被災地につ

いての報道が減り、震災についての意識の風化が課題と思われる。特に遠く離れた西日

本では課題が大きい。聞き取りや高校生交流は更に重要性をもってくるだろう。 
内の状況としては、①北摂つばさ高校の中に活動が定着してきている。生徒リーダー

は 3期生豊田龍之介君から 4期生丸子健太郎君に交代した。事前の募金はのべ２００名
の生徒が参加してくれた。現地行きにも1年生8名、2年生8名、3年生7名が参加して
くれた。入試の後の合格者説明会や入学式の後の保護者への連絡の時間を活用して新入

生に意識喚起するとともに、2011年度は保護者への毎月の通知でつばさネットワークの
記事を入れるなどの継続的努力が奏功している。②大阪府内への浸透も可能性が出てき

ている。前回に続いて柴島、さらに松原、山田高校の参加者が夏の大阪での交流の各校

での核になってくれればと期待したい。③茨木市民における活動への認知が進展してい

る。募金をしていて好意的な反応が多かった。特に2011年12月は関心が後退したよう
に思えたが、2012年5月の反応は好意的であった。3月に震災1年を機にした報道が増
え、被災地の復興支援への共感が高まっていたのではないかと考えている。(藤井) 

 
 



気仙沼高校から生徒４０名、教員４名を大阪に招待（20120810-12） 
気仙沼の高校生の大阪招待に関わるホスト家族について(募集) 

１ 趣旨 がんばろう！つばさネットワークは平成 23年 5月 2-5日に北摂つばさ高校生 29名など 48名で､12月
22-26日に高校4校16名など30名で気仙沼市の被災地ボランティアを実施しました。その間、8月に玉島地区、水
尾地区の自治会などの協力を得て心身を癒していただこうと気仙沼高校生徒11名、教員2名を大阪に招待しました。
平成24年度は5月2-6日の日程で高校4校27名など44名で現地ボランティアで聞き取り、気仙沼4高校の生徒と
交流を行いました。昨年、大阪に来ていただいたことが気仙沼の高校生の元気につながっている、と嬉しい声をいた

だいています。気仙沼高校生徒から､是非､大阪で自分たちも募金して気仙沼の役所に届けたい、という声もいただい

ています。つきましては、被災地と大阪の高校生が交流し、被災地の復興に少しでも協力できるように、以下の日程

で大阪に招待します。ホスト家族を募集いたしますので、応募いただければ幸いです。 
２ 募集内容 ホスト家族 
主催 がんばろう！つばさネットワーク (北摂つばさ高校のホームページから検索できます) 
共催 大阪市大学大学院共生社会被災者支援の会(代表 柏木宏教授) 大阪府立北摂つばさ高等学校(校長 山﨑睦也) 

後援 大阪府「新しい公共の場づくりのためのモデル事業＜震災対応＞」 大阪府教育委員会 
ＡＳＰｎｅｔ ＯＳＡＫＡ (ユネスコスクール大阪)  

協力 宮城県気仙沼高校、気仙沼西高校、気仙沼向洋高校、志津川高校、本吉響高校 

茨木市玉島地区連合自治会、茨木市水尾地区連合自治会、茨木市葦原地区自主防災

会 

茨木ローズ ライオンズ クラブ、天然温泉 鳥飼の里、キンキ寝具株式会社 

受け入れゲスト 気仙沼地区 5高校生20名程度 教員5名程度､ 
気仙沼高校ダンス部29名 教員1-2名 

(ダンス部は全国大会で8/8-10まで神戸滞在｡ホスト家族が不足の場合は集会所等で対応の予定) 
内容 8月10日(金)19時～12日(日)7時30分､ゲスト生徒を受け入れ､夕食､風呂､寝床､朝食を提供願います。 
送迎 北摂つばさ高校が集合拠点です。茨木市南部のホスト家族と北摂つばさ高校の間の送迎は 
北摂つばさ高校の生徒が担当しますので、ホスト家族は自宅でお待ちいただければ結構です。 

日程 平成２４年８月１０－１２日 

 ８／９(木) ８／１０(金) ８／１１(土) ８／１２(日) ８／１３(月) 

朝  大阪到着 起床･朝食 
7:30 ﾎｰﾑｽﾃｲ出発 

起床･朝食 
7:30 ﾎｰﾑｽﾃｲ出発 

気仙沼到着 

昼 
大阪縦断募金 
キャラバン 

PM1-5 震災復興ﾕｰｽ･ 
ｻﾐｯﾄ 福祉文化会館５F 

宝塚で観劇 
大阪出発 

 

宿

泊 
気仙沼出発 

19:00ﾎｰﾑｽﾃｲ帰宅 
夕食･風呂･寝床 

19:00ﾎｰﾑｽﾃｲ帰宅 
夕食･風呂･寝床 

３ 申し込み先 がんばろう！つばさネットワーク事務局 第一次〆切り 平成24年6月15日(日) 
       藤井伸二(北摂つばさ高校教員) 090-3271-4292 FAX072-633-0526（北摂つばさ高校） 
       申込用紙は FAXで 北摂つばさ高校 に直接、お送り下さい。 
４ ホスト家族説明会 2012年6月25日(月)午後６：３０～ 北摂つばさ高校2階 会議室 
  ホスト家族反省会 2012年8月25日(土)午後６：３０～ 北摂つばさ高校2階 会議室 

気仙沼高校ダンス部が全国大会(神戸)に出場！ 
これにあわせて大阪で宮城・岩手県境地域の高校生を大阪に招待 
気仙沼高校ダンス部も大会終了後、大阪で合流し震災復興ユースサミットに出演。 

 
神津カンナさん(5人目)のコーディネイトによる震災復興ユースサミット(20120811) 

 
茨木ﾛｰｽﾞﾗｲｵﾝｽﾞｸﾗﾌﾞの古川泰稔会長から支援金34万円が寄付される20120811 

 
震災の悲しみを乗り越え復興への祈りを捧げるために部員全員で創作したオリジナル曲「輪廻(りんね)」を踊る気仙沼高校ダンス部(20120811茨木市福祉文化会館) 

鳥飼の里で長旅の疲れを落とす20120810 大阪・宮城の高校生で募金活動20120810 北摂つばさ高校ダンス部も出演20120811 最終日は宝塚でレビューを観劇20120812 
 
 



気仙沼高校から生徒４０名、教員４名を大阪に招待（20120810-12） 

茨木市駅前募金 20120719 

茨木ﾛｰｽﾞﾗｲｵﾝｽﾞｸﾗﾌﾞ古川泰稔会長(前)と北摂つばさ高校のボランティア20120728茨木ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ 

北摂つばさ高校ＰＴＡ高松順一会長とボランティア･メンバー 20120728茨木ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ 
茨木ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ 20120728↑ 水尾祭り0803↓ 

気仙沼･志津川･北摂つばさ三校の交流会 20120810北摂つばさ高校 

準備･打ち合わせ会議20120806 送迎担当の生徒が集合20120810 

ビザ交流 20120811北摂つばさ高校にて ビザ交流 20120811北摂つばさ高校にて 



気仙沼高校から生徒４０名、教員４名を大阪に招待（20120810-12） 

志津川高校の生徒と｢いくよ｣さん､｢くるよ｣さん 20120810なんばグランド花月 

志津川高校、気仙沼高校の生徒会メンバー 20120810道頓堀の相合橋にて 
震災復興支援ユースフォーラム 20120811茨木市立福祉文化会館 

創部以来、クラブで継承している｢和｣のテイストあふれるダンスを踊る気仙沼高校ダンス部のメンバー 20120811 茨木市立福祉文化会館 

ﾕｰｽﾌｫｰﾗﾑでの出演を終えてﾀﾞﾝｽ部の夕食 20120811飛鳥西住宅集会所  朝の集合の後の｢さよなら｣ 20120812北摂つばさ高校 
 



 
 
 

 
 
 
 



 
 
 

 
 
 
 



 



 
 
 

   
 




